
第23回腎不全チーム医療研究会(旧神奈川RTCの会)

プログラム
日 時 ： ２０１９年１０月２６日（土） １８：００～２０：００
場 所 ： TKPガーデンシティ横浜 ホール6D

横浜市神奈川区金港町３－１コンカード横浜６F TEL050-2018-2092

参加費 ： ￥１,０００ （どなたでも参加自由）

当番世話人：斉藤 由美子 聖マリアンナ医科大学病院

テーマ 『腎不全患者のエンド・オブ・ライフケアについて考える』

事務局：北里大学病院 泌尿器科 Tel 042-778-9091（直通）

（オブザーバー）
聖マリアンナ医科大学 腎泌尿器外科

循環器内科
北里大学医学部 泌尿器科
東海大学医学部外科学系 移植外科学
横浜市立大学附属市民総合医療センター
湘南鎌倉総合病院 腎移植外科
虎の門病院分院

（世話人）
北里大学病院 野口文乃 池田成江

吉田朋子
聖マリアンナ医科大学病院 櫻井裕子 斉藤由美子
東京医科歯科大学 小坂志保
湘南鎌倉総合病院 吉岡睦美 池田優花
東海大学付属病院 山北誠美
江東病院 和田めぐみ
腎健クリニック 髙橋 浩雄

共催：腎不全チーム医療研究会・アステラス製薬株式会社

力石辰也 丸井祐二 佐々木秀郎
中目真理子
吉田一成 石井大輔
中村道郎
寺西淳一
日髙寿美 三宅克典
石井保夫 中村有紀

18：00～ 開会の挨拶 聖マリアンナ医科大学病院 斉藤 由美子

参加締め切り10月19日（金）

『透析患者の終末期ケア』

演者 稲城市立病院 腎臓内科部長 兼 診療部長 河原﨑 宏雄 先生

19：50～ Infomation / イベント報告 北里大学病院 野口 文乃

19：55～ 閉会の挨拶 北里大学病院 池田 成江

演者 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 透析看護認定看護師
高橋 雅子 先生

19：15～ 特別講演

『腎不全患者の終末期予後、離脱継続判断について』

座長 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科 寺下 真帆 先生

18：05～ 講演

座長 湘南鎌倉総合病院 吉岡 睦美
江東病院 和田 めぐみ

『腎不全患者の在宅医療支援について』

演者 聖マリアンナ医科大学病院メディカルサポートセンター 看護師
永田 ノリ子 先生

『腎不全患者の終末期について』

演者 稲城市立病院 大森 菜穂子 先生
（休憩15分）



回 開催日 テーマ

1 2008.10.29 北里大学病院泌尿器科 兼任・専任RTCの役割分担について

2 2009.2.27 1.日本臨床腎移植学会に参加しての感想
2.当院での献腎・生体腎移植の受診について

3 2009.7.24 1.北里大学病院における調査票配布に伴う意思抽出の現状と課題
2.RTCの基本的なお仕事

4 2010.2.12 第43回日本臨床腎移植学会の報告.参加しての感想と各施設の発言

5 2010.10.1 1.DVD視聴 : ADFEST2009 fabulous for[Sara&Sandy]
2.ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ：神奈川県の腎移植施設における情報共有の問題点と解決策

6 2011.2.18 1.DVD視聴 : ADFEST2009 fabulous for[Sara&Sandy]
2.ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ：神奈川県の腎移植施設における情報共有の問題点と解決策

7 2011.12.3 1.当クリニックにおける慢性腎臓病の包括的治療～ 腎移植までの道のり
2.腎移植周術期管理～初診から入院・手術・退院まで

8 2012.2.24 第47回日本移植学会発表報告会
1.当院での透析から腎移植にいたるまでの道のり
2.長期透析からの腎移植症例

9 2012.10.5 第44回日本臨床腎移植学会報告会
招請講演：献腎移植登録の現状と課題

10 2013.3.1 1.長時間透析について
2.泌尿器科医による臓器提供

11 2013.10.11 1.CKD外来での腎代替療法 意思決定支援サポートの実際
2.包括的腎不全治療としてのPDと腎移植

12 2014.3.28 『腎移植医療の現状と課題 ～移植医とコーディネーターの連携～』

13 2014.9.26 1.在宅血液透析の現状と展望
2.生体ドナーの術前検査と術後管理

14 2015.2.27 『腎移植とチーム医療』

15 2015.10.9 腎移植のいろはシリーズ（1）
1.腎移植に接してみて
2.腎移植とは？～透析医からみた移植医療～
3.腎移植の長期予後を良くするために～拒絶反応について～

16 2016.2.26 CKD・腎代替療法と社会保障
1.日本経済と医療保障
2.腎疾患・腎移植患者が活用できる社会保障について

17 201610.17 腎疾患と悪性腫瘍について～治療から予防～
1.腎疾患患者の抗がん剤治療について～事例から得たもの～
2.腎疾患と悪性腫瘍

18 2017.2.24 患者さんだけでない!!スタッフも気になる「男性泌尿器疾患と婦人科疾患－検診の重要性－
1.婦人科腫瘍は検診で早期発見できる!!
2.ストレスからくるの？最新のED治療

19 2017.10.6 腎不全と腹膜透析
1.当院における腹膜透析看護について
2.腹膜透析の現状と課題～早期離脱と併用療法～

20 2018.2.23 CKDとHIV
HIV患者と腎代替療法 〜症例検討からHIV患者の腎移植を学ぶ〜
HIV患者の腎代替療法
ＨＩＶ患者における移植免疫抑制療法
ＨＩＶ感染症患者の看護
ＨＩＶ患者の社会資源と療養先
HIV/AIDS診療の現状

21 2018.10.12 CKD患者とフレイル
1オーラルフレイルを考える～超高齢社会における口腔の重要性～
2.高齢CKD患者のサクセスフル・エイジングを考える

22 2019.2.23 透析再導入
『移植後に透析導入となった患者の受容に影響を与える要因と介入』
『再導入の免疫抑制薬について』
『再導入後の合併症』



◆虎ノ門病院分院 腎センター外科
〒213-8587 川崎市高津区梶ヶ谷1-3-1 
☎０４４−８７７−５１１１ (代表)
http://www.toranomon.gr.jp/site/view/contview.jsp?cateid=33&id=251&page=1

◆湘南鎌倉総合病院腎臓病総合医療センター
☎０４６７−４６−９８７８（秘書 後藤）
〒247−8533鎌倉市岡本1370-1
https://www.shonankamakura.or.jp/customer/

◆北里大学病院 泌尿器科
〒252-0375 相模原市南区北里1-15-1
☎ ０４２−７７８−８１１１(代表)
http://www.khp.kitasato-u.ac.jp/SKA/uro/index.html

◆聖マリアンナ医科大学病院 腎泌尿器科外科
〒216-8511 川崎市宮前区菅生2-16-1
☎０４４−９７７−８１１１(代表)
http://www.marianna-
u.ac.jp/hospital/sinryou/shinryouka/shinryouka_22.html

◆東海大学i医学部附属病院 移植外科
〒259-1193 伊勢原市下糟屋143
☎０４６３−９３−１１２１ (代表)
http://www.fuzoku-hosp.tokai.ac.jp/service/ishoku-geka/

◆横浜市立大学市民総合医療センター 泌尿器・腎移植科
〒232-0024 横浜市南区浦舟町４-５７

☎０４５（２６１）５６５６（代表）
http://www.urahp.yokohama-cu.ac.jp/p1000f.html

神奈川県内の連携

神奈川県の腎移植病院

湘南鎌倉病院

東海大学

神奈川県保健福祉局保健医療部
保健予防課 被爆者・肝炎対策グループ

変更届

氏名(フリガナ)

☎

E-mail

勤務先

勤務先住所

勤務先☎

変更がありましたら下記に記載の上、事務局にご連絡ください。

FAX   042-778-9374
腎不全チーム医療研究会事務局
北里大学病院泌尿器科内

ご記入頂いた氏名などの情報は、本会の運営及び本会に付随する業務にのみ使用させて頂きます。

http://www.toranomon.gr.jp/site/view/contview.jsp?cateid=33&id=251&page=1
https://www.shonankamakura.or.jp/customer/
http://www.khp.kitasato-u.ac.jp/SKA/uro/index.html
http://www.marianna-u.ac.jp/hospital/sinryou/shinryouka/shinryouka_22.html
http://www.urahp.yokohama-cu.ac.jp/p1000f.html


Web申込みが可能となりました
FAXを送る必要がなく、簡単です!!

**次回より登録アドレスにご案内が届きます

下記URLまたは →

をクリック →

腎不全チーム医療協議会(Kicos)
http://www.pcoworks.jp/kicos/seminar.html

Kicos で検索 腎不全チーム医療研究会のご案内

お申込みフォーム

FAX申込みの方

042-778-9374 北里大学病院泌尿器科内 腎不全チーム医療研究会事務局

お名前 勤務先名 勤務先住所 メールアドレス

1

2

3

4

5

会場ご案内

ご記入頂いた氏名などの情報は、本会の運営及び本会に付随する業務にのみ使用させて頂きます。


